





















































































































































































































































































































トゥワ・ダパ TwaDapa，トゥワ・ラガ TwaRagaとトゥワ・ヌガヤ TwaNgayaであ
る。
妻達は，結婚の順に従って死んで行ったが，誰一人として，彼に，子供をもたらさなかっ
た。だが，トゥワ・ウキランが，一度だけ妊娠をしたが，不運にも流産してしまった。
彼は，息子を持つことなく，クランビタンのプマドゥ・アングルラーとしての地位を保有
し続けたが，実家であるプリ・アグン・クランビタンのパクルン・アナ・アグン・ヌグラ・
ニョマンの PakulunAnakAgungNgurakNyomanの息子で，甥のタブ・パクルン・ア
ナ・アグン・ヌグラ・グデTabuPakulunAnakAgungNgurahGedeを世継ぎとして指名
した。
先に説明した如く，プマドゥ・アングルラー・クランビタンであるタブ・パクルン・シラ・
アリヤ・ヌグラ・マデ・テュタは，高い精神性を持っていた。彼は，精霊達のことを良く知
っており，交歓することが出来た。そして，精霊達が，時々，普通の人間の眼でも見ること
が出来るような姿を見せると信じていた。
彼は，友である精霊達に敬意を表すために盛大な?宴を催した。?宴は，通常，プリのバ
ーレ・ブンゴンBaleBengongで取り行われた。?宴の間中，あらゆる種類の食器が準備さ
れると共に，大きな舞台が設けられ，このような?宴の舞台の人数は33人を数えるのである。
そして，友である精霊達との意味深長な議論がなされるのが常であった。
そして，?宴の間，彼は，友である精霊達と非常に素晴らしい会話を持っていたのだが，
普通の人々には，彼が話しているところの精霊達の姿は見えなかったと言われているのであ
る。
その時以来，?宴は毎スクロ・ポンSukroPon，即ち，ワンガヤにあるバトゥ・サラハン
寺院の神聖な啓示がなされた日に行われるようになったのである。
友であるその精霊については面白い話がある。それは，ある時，タバナンのプリ・ダンギ
ンPuriDanginで大きな祝宴があったのであるが，その際，その祝宴の準備をしていた料理
人達が，突然，消えてしまったと言うことである。
そこで，タバナンのプリ・ダンギンの王族の人々は，消えた料理人を連れ戻すために，タ
ブ・パクルン・プマドゥ・アングルラー・クランビタンに懇願したのである。
そこで，彼は，供物を供え，数秒間，精神を統一した。すると，ある日，奇跡は起り，消
えていた全ての料理人が，元の宮殿に戻ったのである。
そして，それは，普通の人には，飾り帯をつけた沢山の人々がプリ・ダンギン・タバナン
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写真11 饗宴のメイン・ディッシュ，バビグリン?小豚の丸焼き>
写真11 饗宴のメイン・ディッシュ，バビグリン?小豚の丸焼き>
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へ料理人達を連れて行くのが見えるだけであった。
タブ・パクルン・プマドゥ・アングルラー・クランビタン６世は寛大な人だった。
1917年に起ったクラカタウ火山の爆発による地震によって崩れたプリの壁の修理に際して，
彼は莫大な金額の金を使い，労働者であるプリの周辺の人々に沢山の賃金を支払ったため，
人々は一生懸命働き，そのために，修理は非常に早く終わった。
彼は，生涯の間，プリ・アニャール・クランビタンの人々によって尊崇されていた。バト
ゥ・サラハンの寺院をしばしば訪れ，そこで祈りを捧げるのが常であった。
パドミの妻が死んだ後，彼は，心を閉ざし，他の人々と会おうとはしなかった。
パドミの妻は，黒魔術によって死んだのである。そして，ジェロ・トゥガルの一族が告発
された。そこで，タバナンの王は，告発された一族の者を処刑した。
タブ・パクルン・シラ・アリヤ・ヌグラ・マデ・テュタは重い病気にかかり，1920年に死
んだ。
彼のプラミの妻のプトゥ・ライA.A.Sg.PutuRaiは，彼の土地（田圃，乾いた土地等々）
の唯一人の正当な継承者となった。彼の残した相続財産の総計は，300ヘクタールだったと評
価された。
その後，故タブ・パクルン・シラ・アリヤ・ヌグラ・マデの後継者として，誰がプマドゥ・
アングルラー・クランビタン７世になるかと言うことが大問題となった。
第一の候補であった，プリ・アグン・クランビタンのアナ・アグン・ヌグラ・ニョマンの
息子が突然，深刻な病気で死んで以来，王室の候補者指名には長い年月が必要だった。
アナ・アグン・ヌグラ・ニョマンには，二人の息子がいたのだが，二番目の息子は，同様
に広い土地を持っていたプリ・ジャンベのためと?えられていた。
従って，従来から，同家の役割だったプリ・アグン・クランビタンからの後継者指名の該
当者はいなくなってしまった。
上記のような事情により，タバナンの王は，プリ・アニャール・クランビタンのために，
後継候補の指名をしようとしたのだが，王が決定をする前に，プリ・アニャール・クランビ
タンの一族は，同家のために一人の候補者を指名したのであった。それは，プリ・アグン・
クランビタンのアナ・アグン・ヌグラ・ニョマンの二番目の息子であるアナ・アグン・ヌグ
ラ・グデであった。
タブ・パクルン・アナ・アグン・ヌグラ・グデがプリ・アニャールの領主の位についたの
である。
そして，彼は，プリ・アニャール・クランビタンのプマドゥ・アングルラー・クランビタ
ン７世となったのである。彼は，即位する前に，既に，一人の妻と一人の息子を持っており，
そのため，彼は，家族をプリ・アニャル・クランビタンへ伴って来たのである。
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彼，タブ・パクルン・アナ・アグン・ヌグラ・グデは，故プマドゥ・アングルラー７世（６
世？オカ氏の資料にはⅦと書いてある）のために盛大なる儀式を催した。
プマドゥ・アングルラー・クランビタン７世であるタブ・パクルン・シラ・アリヤ・ヌグ
ラ・グデは，1890年に生まれる。
彼は，バリ語もラティン・アルファベットも同じ様に，読むことも書くことも出来た。
プマドゥ・アングルラー・クランビタン７世として，彼がプリ・アニャール・クランビタ
ンで位に就いた後，彼は，ただちに，オジである故プマドゥ・アングルラー・クランビタン
６世のための火葬の儀式を如何に取り行うかについての重要かつ厳粛な役割を担うことにな
ったのである。
彼は，バラ・マンカBalaMancaやジェロの家族を手伝わせ，更には，高僧の最終判断の
助けを借りて，火葬の儀式の当日までの１年間，プリ・アニャール・クランビタンにおいて，
ミイラ化した遺体を安置していたのである。
彼は，聖なる墓地へそれが運ばれるための道が完成するまでの間，火葬の儀式のための非
常に大きく，高い塔を作り準備をしていた。
そして，その塔は，その後も，そのような大きなものがクランビタンで作られることはな
く，この話は，今日に至るまで人々に語り継がれているのである。
このことは，従って，タブ・パクルン・シラ・アリヤ・ヌグラ・グデが，彼自身，カリス
マ性を持っていたことを如実に物語るものである。その上，彼は，病気や財産を失って困っ
ている多くの人々を助けることが出来たパラノルマルParanormalとしても知られている。
そして，また，彼は，椰子の葉であるロンタール Lontarに書かれた伝統的な薬剤である
ウサダUsadaについても造詣が深かった。そのため，彼は，自分の子供達が病気になった時
には，常に，ウサダに則った伝統的な薬を与えていた。
そのため，沢山の人々が，彼の所に来ては，病気や失せ物についての相談にのってもらっ
ていたのである。
一方，彼は，椰子の葉のロンタールに書かれた伝統的なルールに則って行われる闘鶏を非
常に好んだ領主としても良く知られている。そして，彼が闘鶏を行った所は，プリ・アニャ
ールの第３区画であるタンダカンTandakanに建設された。柱その他全てが金色に装飾され
たグドゥン・トゥグGedongTegehとして知られた新しい屋敷が完成するまで，常に勝ち続
けたのである。
彼の領地で起った最も大きな失せ物は，バロン・ダンスBalongDanceの組織に属したも
のであったが，タブ・パクルン・シラ・アリヤ・ヌグラ・グデである彼の助言によってその
失せ物は立ちどころに見つかったのである。
彼は，また，伝統的な薬剤と近代的な薬とを混ぜ合わせ，新たな効果が得られることを試
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みたのであるが，それは，常に，失敗に終ってしまったのである。だが，彼は，いずれかの
日には，そうした伝統的な薬剤が，必ず，役に立つと言うことを信じていた。
併せて，彼は，古来伝わる自己防衛のためのパンチャ・シラ PencahSilatの技を身につ
けていたと共に，素晴らしいダンスの踊り手でもあった。そして，彼は，自分の子供達にと
っての最高の踊りの教師であった。
彼は，４人の妻を持っていたが，そのうちの２人は，王族からのプラミであり，他の２人
は，地位の低い階級の妻であった。そして，彼は，それらの妻達との間に５人の息子と６人
の娘の11人の子供が居り，そのうちの２人は双子の兄弟であった。
プリ・アニャール・クランビタンでは，現在は，もっと沢山の一族が住んでいる。
そして，今や，プリ・アニャール・クランビタンでは，自由のための革命や，農地解放，
若者世代の台頭，そして，インドネシアにおける共産党によるクーデター等による，社会の
変化に伴う，新しく，近代的な生活様式の登場に伴って，非常に多くの難しい問題が，招来
されたのである。
だが，彼は，こうした時代の変化にはついて行けなかった。それには，彼は，あまりにも
年を取り過ぎていたからである。しかしながら，彼は，次世代についての非常に強固で基本
的な感覚を持っていたのである。
即ち，「我らの力の統合と，衰退を分散させること」である。
彼は，全ての世代の者達に，力を結集することと，分裂を避けることを要求した。
1965年５月22日，彼は，75才を期に亡くなった。そして，６ヶ月の間，プリ・アニャール・
クランビタンにおいてミイラとされ，1965年11月10日に火葬の儀が取り行なわれた。
農地解放は，プリ・アニャール・クランビタンにとっては未曾有の出来事となり，そのた
めに，今日では，プリ・アニャール・クランビタンの土地は極く僅かなものになってしまっ
た。
1983年１月14日，彼の息子であるアナ・アグン・ヌグラ・オカ・シラグナダAnakAgung
NgurahOkaSiragunadhaが，一族の全員から推されて一族の長となり，プマドゥ・アング
ルラー８世となった。
そして，プリ・アニャール・クランビタンは，今日，伝統あるクランビタンの土地におけ
る主立ちであるジュジュヌン Jejenengとして存在する５人の兄弟の力によるところが大き
いのであるが，プリ・アニャール・クランビタンは現代的な生活スタイルを取るようになっ
て来たのである。かつ，また，芸術，技術や文化の重要な担い手としての役割を担っている
のである。
一方，プリ・アニャール・クランビタンの屋敷は，その構造の正真正銘さ（オリジナルさ）
によって，当地を訪れる旅行者にとって非常に興味のある存在となっている。
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そして，プリ・アニャール・クランビタンは，今や，現在の観光のプログラムに従い，そ
の名は，海外にも及んでおり，世界の国々から数多くの観光客がここを訪れるのである。
アナ・アグン・ヌグラ・オカ・シラグナダは，個人的に，ミスター・オカと呼ばれること
を好み，観光客の訪問のために，伝統に則った特別の催し物を創設し主催している。
彼は，1993年，公職である，バリ州政府の儀典長の職を退き，現在は，タバナンにおける
非政府組織の観光機関であるプトリ Putriの委員長の職に就いている。
彼は，１人の娘と２人の息子の３人の子持ちである。そして，３人の孫を持っているが，
長男のエラワンの所の孫の誕生を持ち望んでいる。２男のマニックは，現在，バリのデンパ
サールにある国立ウダヤナ大学の経済学部の学生である。
クランビタン1994年10月17日。
以上は，古いバリ語で書かれたバ・バ・ケラリヤン・タバナンBabadKearyanTabanan
をアングルラー・クランビタン８世によって翻案されたものである。
プマドゥ・アングルラー・クランビタン８世オカ 署名
写真13 オカ・シラグナダ氏
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写真14 長男アデュス・エラワン氏の双子の娘とくつろぐ
オカ・シラグナダ氏とトッティ夫人
写真15 長男アデュス・エラワン氏とアニラ夫人の結婚写真
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写真16 次男マニック氏と兄嫁アニラさん
写真17 長女マスさんと夫ウイアサ氏
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付記 Note
若干の情報
伝統のある村であるクランビタンには，３つの館があり，これらはバリ語でプリと呼ばれ
ており，これらのプリの下に15のジェロがあり，それらは，互いに親密な間柄を保っており，
それぞれは，３つのプリの周辺に存在している。
ジェロは，プリより一段低い立場にあるのだが，それは，彼らの先祖の代において，その
母親が，低位のカーストであるジャバやスードラの出身の者達だったからである。
３つのプリは
プリ・アグン・クランビタンで約２ヘクタール半の広さを持つ。
プリ・アニャール・クランビタンは２ヘクタールである。
プリ・ジャンベ・クランビタンは１ヘクタール半である。
それぞれのプリは次の如き称号を持っている。
プリ・アグン・クランビタンは，アングルラー，あるいは，チョコルダ
プリ・アニャール・クランビタンは，プマドゥ・アングルラー
プリ・ジャンベ・クランビタンは，プングリングシル Penglingsir
そして，
アングルラーは，クランビタン地域の王を意味している。
プマドゥは，アングルラーの副王あるいは，王の代理の意味である。
プングリングシルは，一族の長と言う意味である。
また，
タブ・パクルンは，殿下を意味している。
更に，
先祖の名前である，シラ・アリヤ・ヌグラは，バリの王制が消滅する以前の古い時代の称号
である。
今日の名前あるいは称号は，アナ・アグン・ヌグラである。
そうして，
クランビタンのプリとジェロを併せた一族の人数は，約500～600人で，それらは，16世紀か
ら21世紀へと続いているのである。
あとがき
前稿では，調査対象である，インドネシア共和国バリ州タバナン県クランビタン地区にあ
る，プリ・アニャールの現状を現当主であるオカ・シラグナダ氏の行動記録と，同氏が主催
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する観光客相手のパーティを中心に記述した。
そこでは，一族の長として，村人達への気遣いや，他の地域，特に，密接な関係にあるタ
バナンの王族との関係維持を始めとする，旧王族としての付き合いについて，また，先祖か
らの関わりの深い寺院への参拝等々，同氏の現在置かれている立場について?察を加えた。
第２次大戦後の農地解放によって，それまで保有していた田圃を主にした広大な土地と，
そこに携わっていた農民を主とした領民達は，オカ家の支配を離れては行ったが，旧領主と
してのオカ氏としては，彼らと，全く無関係と言うわけにはゆかない。
前稿で記した如く，平?３日に１回催される観光客相手のパーティにしても，そのパーテ
ィで働く，料理人，給仕，踊り子，楽器演奏者等々，彼らは，全て，近在に住む人々である。
旧領主として，オカ氏は，これらの人々に対するサービスを行うと共に，父祖の時代より
伝わる伝統文化，特に，音楽や踊り等の芸能の保持および育成，それは，後の時代への継承
を意味することであるが，こうしたものを守る役割を果している。そして，それは，同氏が，
観光客相手のパーティを主催することによって，併せて，旧領民達の現金収入につながるこ
とでもある。
こうした領民達へのサービスをすることによって，旧領主としての権威と役割を果してい
ると言える。
だが，時代は大きく変化しており，これは，バリと言えども例外ではないだろう。リゾー
ト地としてその名を世界に広め，観光をその主たる産業としているバリでは，世界の国々よ
り色々な人が訪れると共に多様な価値観が流入し，人々が，好むと好まざるとに関わらず，
また，意識する，しないに関わらず，物の?え方は変化するだろう。そして，それは，前稿
で見た如く，バリの人々の心を大きく変化させ，既に，バリの人々の間にも，この変化を危
惧している人達が多くいる。
このことは，今日，世界の国々，日本においても指摘を受けている経済至上主義的傾向に
よって，世の中が忙しくなると共に，古くから伝わっている伝統を次第に色褪せたものにし
てしまうのである。この経済至上主義は，人々に物質的豊かさをもたらしはするが，その豊
かさと共に，競争の原理が働き，人々は，この競争の原理に則り，忙しく働かなければなら
なくなる。
そして，これを行わなければ，競争社会から脱落することになるのである。
こうして，人々は忙しく生き，かつ，前へ前へと非常に速いスピードで進むことにのみ関
心を向け，立止って周囲を眺め，時に，後を振り返り，自らが歩んでいる道筋を確認する暇
がなくなっている。
これは，バリにおいても例外ではなさそうで，例えば，現代社会において世界的な現象の
一つである，自動車事故，バリでもしばしばこれが起り，道路の要所に，事故で破壊された
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自動車が展示されている様は，日本と変わらない。
この一事をとっても，「夢の島バリ」とか，「神々の住む島バリ」と言うキャッチ・フレー
ズが何時まで続くのだろうかと言う疑問を感じるのである。
古来，人と関わることの多い人間，または，民族は，多様な価値観に接するため，自ら保
持していた固有のものを維持して行くことが難しいと言われて来た。ただ，だからと言って，
他の価値観を取り入れ，新しい価値観を創って行くこと，それは，それでまた意義のあるこ
とであると言えるのかも知れないが。
観光を主たる産業としているバリでは，この当りのことがやがて大きな問題になって来る
であろう。
そう言いながらも，今日，我々日本人がバリを訪れると，かつて，自分達が経験した30年
前，40年前，はたまた，50年前を彷彿させられる光景を眼の当りにすることが出来る。
このことは，バリにおいても30年後，40年後には，現在の日本の状態と似たようなことに
なるのかも知れないと言う危惧を感じさせられるのである。
（続）
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ResearchNote
TheSosialClimateandLineageinBali(Ⅱ)
SoheiMORI
MasamichiMATSUBARA
Thisresearch-noteissucceeding“TheSocialClimateandLineageinBali”.
Basingontranslationof“HistoryoftheRoyalFamilyofPriAnyarKerambitan1875
-1994”,writtenbyMr.OkaSilagunadah,weaddthoughttoitthroughmakinginterview
andassociatewithhim.
Asaresult,wehaveconfidencetomakeitpossibletograsptotalimaginationof
KerambitanandfamilylineofMr.Oka.
１） KerambitanisabranchfamilyofTabanan-kingdom,flewon1660’s.
２） TheancesterofMr.OkawasamemberofTabanan-kingdomfamily,buthewas
a“regentperson”comingfromjava.Thispatternseemssamewithotherroyalfamily
inBali.
３） In1968,Oka’sfamilylostalmostallandoftheirsowingtoRevolutionofIn-
donesianAgirculturefolowingitsindependence.NowMr.OkaisacouncilorofBali-
stateandkeepsfestivalandprayingofKerambitanvilage.Hefacesmanyproblemsof
generationgapandmodernizationinpresentBali.
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